
 

 

 

 

登下校の安心安全の要 地域の方によるみまもり活動!! 

３学期が始まり、１週間が経ちました。校内は落ち着いた雰囲気で、明るく元気な子

どもたちの姿がよく見られます。しめくくりの学期であり、進学・進級に向けた準備の

学期でもある３学期のスタートとしては、とてもスムーズです。 

 

そんな子どもたちが充実した学校生活を送れるよう、登下校時の安心・安全を地域

の方々が見守ってくださっています（※「あいことば上宇部NO-17」でも紹介してい

ます）。見守り活動は、登下校の安全確保だけでなく、「おはよう」「よくがんばったね」

「元気なあいさつだね」「いってらっしゃい」「おかえり」など、地域の方が、子どもたち

に積極的に声をかけることで、子どもたちが、先生以外の大人とコミュニケーションを

とる大切な場面にもなっています。 
 

＜昨日朝のみまもり活動の様子＞ 

しかし、みまもり活動には、以前から以下のような問題・課題があげられています。 

 

【みまもり活動の問題・課題】 
 

問題：高齢化や働き方の変化等により隊員の数が減少している。それにより、こ 

れまで同様の活動の維持が難しくなってきている。 
 

課題：隊員の確保、あるいは持続可能な活動の在り方への転換 

 

この状況は、上宇部地域特有のものではなく、さまざまな地域でも見られる共通の

課題です。そこで、上宇部地域では、本課題を、学校課題・地域課題の共通課題とし

て捉え、学校運営協議会にワーキンググループを設置し、そこで意見交換しながら対

応することとしました。 

～ 「あい」「ことば」を大切にする学校 ～ 
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＜ワーキンググループでの協議から＞ 

当然、即効性のある解決策は見つかりませんでした。しかし、「できることはやろ

う！」、とのことで、 

 

 

 

 

 

 

という方向性が決まりました。 

ここからが上宇部地域の底力です。みまもり隊の隊長さんが、すぐに以下の図を作

成し、課題解決に向けた取組の第一歩が踏み出されました。 

 

これから、この課題解決に向けて、どのように展開していくのかは未知数です。しか

し、学校の課題を地域が、地域の課題を学校が、それぞれの立場で受け止め、できる

ことを模索していくことが、「地域とともにある学校」であり、「学校を核とした地域づく

り」につながるのだと確信しています。 

現状を保護者や地域の方等に伝え、隊員としてでなくても、年に
１、２回でも、少しの時間帯でも、活動に加わってもらえるようにし
よう！！ 

↓ そこで 
活動している場所・時間の一覧表をつくり情報発信しよう！！ 

活動場所 活動時間 


